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おいて､各地の町誌を閲覧したところ､1970年くらいまでは､大山町 ･若桜町 ･国府町 ･河原
町に群れが生息していたようである｡
計画8-2
丹沢東北山塊におけるニホンザルの生息と人間活動の影響
福田史夫 (共立薬科大)
聞き込みと踏査に基づいて 3群の生息が明らかになり､さらに複数群のフィールドサイン
による情報を得ることができた.調査地域内ではM群のみが野荒らしをしており､隣接すろU群
を含めて他の群れによる野荒らしは生じていない｡
1)道志川側の集落でM群による猿害が生じていないのは､道志川側はスギの植林が山麓ま
で被っており､しかも､北に面した山麓のため冬季は寒く､サルにとって利用する自然の食物が
ないためであると考えられる｡東部の鳥屋地区は道志川側と同じように淀まで植林に被われてい
るが､冬には日溜まりとなる南山や仙洞寺山があり､しかもその間に集落があるため､M群のサ
ルたちにとって移動の際に農耕地に侵入できる地形となっている｡2)野荒らしをしないU群と
M群の､行動域内の人間活動の違いは､行動域内の集落農耕地と猟区の有無である｡U群の行動
域内の80%以上が猟区になっており､集落農耕地は皆無である｡が､M群の行動域の10%弱が
猟区に組み込まれているだけである｡猟期の週末はシカ､イノシシや鳥猟が行われる｡そのため､
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